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4. 独創的な点と特色 
【独創性、特色など】 

 本システムはナノDDSと機械的DDSの融合を基盤とするダブルDDSによってナノ粒子の
血管内投与によるDDS効果を最大化した融合医療デバイスであり、独創性が高い。 

 本研究で用いるピタバスタチン封入ナノ製剤化技術の知的財産は充分配慮されており（国
際特許公開済、審査中）、他の研究者らが模倣することは困難である。 

 本研究は、先端医療開発スーパー特区の研究課題であり、九州大学に設備された分子イメ
ージングシステム（256列 Brilliance™ iCT、超音波診断装置VEVO2100、血管造影装置、
分子標的造影剤nanotracker：下図参照）を活用して、分子細胞病態の解析とナノ治療の効
果を評価できるので、格段に優れた成果が期待できる。 

 

（２）【行政への貢献】 

本研究は日本発独創的な先端医療を創出することに焦点を絞ったナノ医工薬学融合研究であ
るだけでなく、適切な日本企業の参加によって推進される産官学連携による研究開発である。
既に述べてきたように独創的なデバイスとナノ粒子製剤の融合による安心安全の革新的低侵
襲ナノ医療が実現できる。 

新成長戦略 2010 のライフイノベーションによる健康大国戦略に沿った研究開発であり重要
性は極めて高い。新産業の創出がもたらされることから、厚生労働科学に対する貢献は充分
大きい。 

 

 

 


